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半導体量子ドットは個々のドットが発光に寄与することから、ドットサイズ不均一性による超

広帯域光増幅・波長可変レーザや、多波長・二波長同時発生レーザなどの量子ドットならではの

特徴的・魅力的な光デバイスの実現が期待される[1-3]。我々は波長 1.0～1.3μm(T+O バンド)の新

しい光周波数帯域を光通信に利用するために[2, 4]、そのシンプルかつコンパクトな多波長光源と

して量子ドットコムレーザに注目し、その研究開発を行っている[1-3]。今回、量子ドット光ゲイ

ンを用い外部共振器構造とエタロンフィルタを組み合わせることで多波長同時光出力に成功した

ので報告するとともに、その光出力強度の安定性について検討する。 

図１(a)に作製した量子ドットコムレーザの概略図を示す。光ゲイン材料にはサブナノ層間分離

技術による高品質・積層 InAs/GaAs 系量子ドットを用いた[1]。GaAs 系半導体プロセスを用いる

ことでリッジ型光導波路のゲインデバイスを作製した。端面に無反射コートを施すことで、図 1(a)

の外部共振器を構成し、その内部に波長ロック用の Free Spectrum Range (FSR)が 100GHz のエタロ

ンフィルタを導入した。なおエタロンフィルタは温度調整により FSR の微調整が可能となってい

る。図 1(b)に量子ドットコムレーザの光スペクトルを示す。光周波数でおよそ 200GHz 間隔の明

瞭なピークが観測されるが、これは外部共振器とエタロンフィルタの周波数間隔が一致する周波

数でレーザ発振が起こるためと考えられる。図 1(b)で-10dBm 以上の光強度を示す多波長ピークに

ついて、各ピーク強度を基準とする強度変動の平均二乗偏差は 0.08 と低い値であった。本光源は

出力端の受光素子によるフィードバック機構を組み込んでいないが、安定性の高い多波長ピーク

出力が観測された。以上の結果より、コンパクトかつシンプルな多波長光源として量子ドットコ

ムレーザの有用性が期待される。[1] Jpn. J. Appl. Phys. 51, 02BG08 (2012); [2] Jpn. J. Appl. Phys. Vol. 

49, 04DG03 (2010); [3] Appl. Phys. Express 6, 104001 (2013); [4] Optics Express 18(5), 4695 (2010). 
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図１ (a)量子ドットコムレーザの構成図と(b)多波長光スペクトル 

第 61 回応用物理学会春季学術講演会　講演予稿集（2014 春　青山学院大学）

Ⓒ 2014 年　応用物理学会

17p-PA2-1

05-001


